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2021年 11月 15日 

非血縁者間骨髄/末梢血幹細胞採取認定施設 

採取責任医師 各 位 

調 整 医 師 各 位 

公益財団法人 日本骨髄バンク 

ドナーコーディネート部 

 

確認検査判定手順および確認検査報告書(問診票)の変更について（通知） 
 

拝啓 日頃より骨髄バンク事業へのご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

今般、確認検査判定方法を見直し、運用することとなりました。併せて、判断しにくいとご意見が寄せられ

ていたドナー確認検査報告書（以下「問診票」）の上肢血管確認箇所についても変更いたします。 

つきましては、下記を確認いただき、ご対応のほどお願い申し上げます。                  

 敬具 

 

記 

１. 確認検査判定方法の変更について 

 

【現行】 

 調整医師記載の「問診票」と「血液一般検査結果」により、全件、地区代表協力医師が「適格」「不適格」「再検

査」を判定する。 

 

 

【新運用】   

検査結果により明らかに「適格」「不適格」「再検査」の振り分け可能なものは、地区代表協力医師を経由 

せず、地区事務局が判定入力を行う。 確認が必要な場合、従来通り地区代表協力医師の判断を仰ぐ。 

 ※11/17(水)帳票変更分より順次ご対応ください。 

 

＜変更後の手順＞ 

 1）確認検査 適格の場合、問診票①②のいずれかを調整医師にチェックいただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問診の結果、特に問題なく、血液検査結果で判定可能とお考えの場合は①にチェックをしてください。 

「適格」と判断して採血実施したが、最終的な判定は、血液検査結果と併せて地区代表医師に委ねるという

場合には②にチェックをしてください。  

調整医師 判定結果 

□ 適格 （採血する）  （食後  時間） 

① □ 血液一般検査結果に問題がなければ適格 

② □ 最終判定は地区代表協力医師へ 

□ 保留 (採血しない) 理由（                         ） 

□ 不適 （採血しない） 理由（                         ） 
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2. 確認検査報告書（問診票）の内容変更について  

 

変更箇所： 4. 上肢の血管確認 

血管確認の際には、左右それぞれ「18G相当の穿刺針」の使用が可能かどうかの判断をお願いします。 

現  行 ・BMHは、上肢で自己血採血ができる程度の血管が確保できる（ はい ・ いいえ ） 

 

・PBSCHは、上肢で PBSC採血可能な血管が確保できる（ はい ・ いいえ ） 

 

適・不適・保留                                                                                                                     

（採血する） 

適・不適・保留                                              

（採血する） 

変更後 ・BMHは、上肢で自己血採血ができる程度の血管が確保できる（ 可 ・ 不可 ） 

 

・PBSCH は、上肢で PBSC 採血可能な太い（18G 穿刺相当）血管が確保できる   

右（ 可 ・ 不可 ・ 保留* ） ／ 左（ 可 ・ 不可 ・ 保留* ） 

＊保留とする理由：                                          

適・不適・保留                                                                                                                     

（採血する） 

適・不適・保留                                              

（採血する） 

※別紙 ドナー確認検査報告書(問診・診察所見「見本」)をご参照ください。 

 

   以 上 
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